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１．はじめに  

 我が国は世界でも有数の地震国であり，平成 7 年の兵庫県南部

地震等による震災経験を踏まえ，耐震設計基準が順次強化されて

きている．災害後，道路橋などが走行可能かを知るには，直接現場

を訪れ，目視等によって検証する必要がある．しかし，避難などの

関係上，走行可能かを早期に判断できるシステムが望まれている．    

２．研究目的  

 新設の高速道路橋を対象に振動計測による遠隔監視を行い，安

全性を保障する指標について研究する．ここでは長期間の計測に

耐えうる計測システムの構築と約半年間の計測データの分析によ

り固有振動数の温度依存性についての知見について報告する． 

３．対象橋梁（写真１） 

 対象とする「はす川橋」は福井県美浜町にあり，舞鶴若狭自動車

道を構成する橋梁である．構造形式は鋼 I 桁橋で橋長 119m,支間

長 60.1m+56.9m である．竣工年月日は平成 26 年 7 月 10 日であり，

はす川橋の下り車線に対して継続的な振動計測を行う． 

４．振動計測  

 本研究の振動計測には，日本航空電子工業株式会社の１軸加速

度計 JA-M1S を 10 個，３軸加速度計 JA-M3S を２個使用した．セン

サのサンプリング周波数は 1000Hz である．センサ設置位置を図 1

に示す．センサは横桁仕口部（写真２）に設置し，1時間ごとに 10

分間振動計測を行う．また，温度センサも一定の距離で図１に示

すとおりに設置し、1時間ごとに温度を計測する．遠隔監視は２０

１４年８月１日から開始し現在も継続しており，写真３は

TeamViewer を通じて現地に設置している PC の画面を示す． 
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写真１ はす川橋全景 

写真２ センサ設置状況 

写真３ 計測システム 

図１ センサ配置図 
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５．振動計測結果 

 振動計測より得られた加速度波形から FFT によっ

て固有振動数を算出した．この固有振動数のデータ

を基にモード形状の解析を行った． 図２に示すとお

り，モード図と FEM の結果を比較すると，形状が概

ね等しくなっていることが確認できた．これにより，

はす川橋の固有振動数（８月２日午前４時）は１次が

1.825Hz，２次が 2.225Hz，３次が 2.747Hz であるこ

とが確認できた． 

６．温度依存性  

橋の温度依存性を解明するにあたり，橋梁の温度

変化を記録していく中で，橋梁の温度を気象庁の気

温データで代用することができないか検証した．現

地の温度センサの値と気象庁の気温を比較すると図

３に示すような結果となった．この結果より，橋梁の

温度は気象庁の気温データで代用できると考えられ

る． 

 一方，気温と固有振動数の関係は図４に示すよう

に，気温が高くなるにつれて固有振動数が低下して

いることが分かる．図４は，CH７の固有振動数である

がほかの CH でも同様の傾向が見られる．図４では，

1次の固有振動数に対してその傾向が見られるが，２

次や３次でも同様の傾向が見られた． 

７．まとめ 

 加速度波形から固有振動数を求め，モード図と FEM

の図を比べることで同じモード形状であることが確

認できた．これにより，供用後のはす川橋の 1 次か

ら 3 次までの固有振動数を確立することができた．

固有振動数の温度依存性については，温度が上昇す

るにつれて固有振動数が減少する傾向があることが

分かった． 

 今後も遠隔監視を続け，さらにデータを積み重ね,

より細やかな解析を行う．これにより,災害前後の固

有振動数から通行止め解除の指標を確立していく予

定である． 
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図３ 温度計と JMA 気温の比較 

図２ 実測と FEM のモード図 
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図４ 気温と固有振動数の関係 

CH7 

CH7

計
測

温
度

（
℃
）

 

JMA 気温（℃） 

土木学会第70回年次学術講演会(平成27年9月)

 

-88-

Ⅰ-044

 


